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220703 黒石市民サービス施設 WS④記録 活動・マネジメントについて考える 

 ■グループワークの内容 

■当日の様子 

■第４回ワークショップのテーマ（第３回ワークショップとのつながり） 
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A―１：日常的に立ち寄りたくなる、回遊したく

なるルートづくり          

A―２：市民と楽しむ広場の活用 

（広場遊び、イベント） 

A―３：魅力をめぐるまちなかマラソン 

               

A―４：多世代交流（子ども～高齢者）が生

まれる居場所づくり 

 

●どんなことをする？ 

・壁画がある 

・イルミネーション・こけしの飾り 

・段差を緩やかにする→自転車・高齢者 

・けんけんぱのイラスト、足あとのペイントを地面にする 

●どんなことをする？ 

・読み聞かせ 

・スポーツ大会、ビンゴ大会 

・食事会やお花見、地域の人達で遠足 

・もみじや花（桜）でしおり作り 

●どんなことをする？ 

・スタンプラリー（クイズ・お題形式） 

 →数名でチームを組む ゴールを目指す 

●どんなことをする？ 

・ピクニック 

・親子レク 

・屋台 

・工芸品の展示会 

 

●どんな効果がありそうか？ 

・人通りが多くなる 

・観光スポットになる 

・写真を撮る人が増える→来る人が増える 

・案内が必要なくなる 

●どんな効果がありそうか？ 

・健康づくりができる 

・黒石の自然とふれ合える 

・会話を楽しむことができる 

・色々な年代の方と交流できる 

・また来たいと思える場所になる 

●どんな効果がありそうか？ 

・黒石の歴史を学べる  

・健康づくりができる 

・多世代の方と交流が出来る 

・ゲーム感覚で楽しめる 

●どんな効果がありそうか？ 

・人が集まる 

・盛り上がる 

・無駄なく場所を使う（活用する） 

・温泉 

・道の拡張 

 

●使えそうな場所、使いたい場所は？ 

・公共のオープンスペース（公園、広場） 

・こみせ 

・道路、路地 

●使えそうな場所、使いたい場所は？ 

・公共のオープンスペース（公園、広場） 

・空き家、空き店舗 

・かぐじ 

●使えそうな場所、使いたい場所は？ 

・公共のオープンスペース（公園、広場） 

・こみせ 

・道路、路地 

●使えそうな場所、使いたい場所は？ 

・公共のオープンスペース（公園、広場） 

→東公園、御幸公園、かぐじ広場 

 

 

●協働できそうな担い手は？ 

 ・黒石高校情報デザイン科 

 ・地元企業 

●協働できそうな担い手は？ 

 ・NPO や団体 

 ・弘前大学など地元学生 

 ・地元企業 

●協働できそうな担い手は？ 

 ・弘前大学など地元学生（ボランティア） 

 ・地元企業（問題を出題） 

●協働できそうな担い手は？ 

 ・工事現場、屋台の担い手（店） 

●黒石市にしてほしいサポートは？ 

 ・業者の方との連携 

●黒石市にしてほしいサポートは？ 

・呼びかけ、チラシ発行 

●黒石市にしてほしいサポートは？ 

・警察協議（交通整理、一時的な車両進入禁止） 

●黒石市にしてほしいサポートは？ 

・広告、人 

 

●日常的なものか、イベント的なものか？ 

 ・日常的に開催したい（週１回以上）→こけし 

 ・季節限定で開催したい→イルミネーション 

●日常的なものか、イベント的なものか？ 

 ・日常的に開催したい（週１回以上） 

→読み聞かせ、スポーツ大会 

・季節限定で開催したい→ビンゴ大会 

・月に１回程度開催したい→お花見、しおり作り 

・年に１回から数回開催したい→遠足 

●日常的なものか、イベント的なものか？ 

・季節限定で開催したい 

・月に１回程度開催したい 

  →年２回（春・秋） 

●日常的なものか、イベント的なものか？ 

・月に１回程度開催したい →屋台 

・季節限定で開催したい →ピクニック 

 

●必要な人、モノ、資金、場所、情報など、、は？ 

・電気代 

・工事をする人 

・ペンキ代 

●必要な人、モノ、資金、場所、情報など、、は？ 

・広いスペース（公民館やスポカル） 

・人 

・モノ（食材、スポーツ用品など） 

→市内の店や学校等の道具 

・資金→参加費（どのぐらい資金を集めれば良いか） 

●必要な人、モノ、資金、場所、情報など、、は？ 

・モノ →スタンプ、シール、ステッカー、景品 

・場所 →エリア全体 

・情報 →SNS、チラシ、ポスター等で発信 

・人 →地域の方々 

・資金はおよそどのくらいかかるのか？ 

●必要な人、モノ、資金、場所、情報など、、は？ 

・人、資金、場所（交通整理） 

 

 

Ａ班（高校生グループ） 記録 
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B―１：まちなかの公園や広場で健康づくり 

   （ヨガなど）        

B―２：子どもも見守る大人も安心して過ごせる

遊び場づくり          

B―３：路地や民有地などの裏ルートの活用 

 

B―４：ふらっと気軽に立ち寄れる（仮称）横

町交流館を考える         

 

●どんなことをする？ 

・全世代向けの軽い運動やストレッチ（ヨガ） 

（妊婦さん、産後の方向けヨガ、親子ヨガ、高齢者

等） 

●どんなことをする？ 

・中も外も関係なく自由に行き来できる遊び場 

・グリーンカーテンなどで心地よい日陰を作る 

（プランター野菜） 

・まちなかピクニック or まちなかキャンプ 

●どんなことをする？ 

・こども野菜品評会（各小学校） 

・植え付け～栽培～収穫～販売 

（自分たちでつくったものをこみせ祭りで販売など） 

●どんなことをする？ 

・スペースお試し出店→（ゴール）市内へ出店 

（コーヒーショップ、手作り雑貨、マルシェ直売） 

 

 

●どんな効果がありそうか？ 

・運動後に食事やカフェでのおしゃべりをする 

→まちなかを歩いて回る 

（十文字カフェや農家、黒石高校家庭部とコラボして

体にいいドリンク等をつくって販売など ※黒高家

庭部は NPO くろいしの子ども食堂とコラボ中） 

●どんな効果がありそうか？ 

・親子連れがたくさん訪れる 

 

●どんな効果がありそうか？ 

・親子のふれあい 

・農家とのふれあい 

・生育過程を親子で毎回見に来ることで、まちなかに

訪れるきっかけができる 

 

●どんな効果がありそうか？ 

・市民が集まりワクワクする場所 

・みんなを巻き込む人のつながりの場所へ！ 

 

●使えそうな場所、使いたい場所は？ 

・民間の空き地や駐車場 

・かぐじ（かぐじ広場） 

・人工芝を敷くことで、どこでもできそう 

●使えそうな場所、使いたい場所は？ 

・公共のオープンスペース（公園、広場） 

 →（仮称）市民サービス施設の遊び広場と遊び庭 

●使えそうな場所、使いたい場所は？ 

・こみせ 

・かぐじ 

・空き地、空き畑、プランター 

●使えそうな場所、使いたい場所は？ 

・（仮称）横町交流館 

 

●協働できそうな担い手は？ 

 ・NPO や団体 

（横町十文字まちそだて会など） 

 ・弘前大学など地元学生（黒石高校家庭部など） 

●協働できそうな担い手は？ 

 ・NPO や団体（NPO くろいし） 

 ・地元の農家さん 

●協働できそうな担い手は？ 

 ・NPO くろいし（こども農園を計画中） 

 

●協働できそうな担い手は？ 

 ・NPO や団体（NPO くろいし→居場所づくりの場

の提供を目標に活動） 

●黒石市にしてほしいサポートは？ 

 ・広報、周知 

●黒石市にしてほしいサポートは？ 

・安全に遊べるハード面の整備 

●黒石市にしてほしいサポートは？ 

・農家の紹介 

・空き地などの活用できるスペースの確保 

●黒石市にしてほしいサポートは？ 

・パソコン、プリンター、レジ、デザイン POP 見本         

・情報提供→ホームページ・広報くろいし等 

 

●日常的なものか、イベント的なものか？ 

 ・月に 1 回程度開催したい 

 

●日常的なものか、イベント的なものか？ 

 ・日常的に開催したい（週１回以上） 

●日常的なものか、イベント的なものか？ 

・日常的に開催したい 

・季節限定で開催したい 

●日常的なものか、イベント的なものか？ 

・最大１か月のお試し出店 

 →日常的に今日は何があるかな？ ワクワク感 

 

 

●必要な人、モノ、資金、場所、情報など、、は？ 

・講師（スポカルヨガ講師、理学療法士、県の女性

向け起業家応援団、ヒロロ親子ヨガ講師、老人の

方向け体操資格者） 

・人工芝 

・ストレッチマット 

・スタッフ 

・情報発信 

●必要な人、モノ、資金、場所、情報など、、は？ 

・子育てアプリの活用 

・保育園や小学校の掲示板 

●必要な人、モノ、資金、場所、情報など、、は？ 

・苗の提供 

・販売場所の確保 

・テント、土、プランター 

・栽培指導者 

●必要な人、モノ、資金、場所、情報など、、は？ 

・管理団体（指定管理者）へ委託 

実効性は高い！！ 

 

B 班（子ども・子育てグループ） 記録 
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C―１：蔵の活用と蔵めぐり（音楽活動、イベント）      C―２：前町にくつろぎながら買い物ができる回遊ルートを新しくつくる！！ 

 

 

●どんなことをする？ 

・現在利用できる貸しスペースとしての蔵（3 か所）の利用率をあげ、まちなかに

蔵があることや、利活用しやすいメリットなどを PR する 

 （既存のものだと周りに気を遣わなくてよい・利用方法の規制をしない） 

例：音楽スタジオ、ライブイベント、展覧会、パーティなど 

●どんなことをする？ 

・市役所裏のけもの道を利用する（囲碁センターの横の空地を通って市役所と前町をつなぐ

ルートをつくる） 

・蔵も利用する（黒石ガスの裏手にある空き家化している蔵） 

・今ある緑も利用したい（空地内の緑と市役所敷地内の既存樹が連続するように） 

 

●どんな効果がありそうか？ 

・蔵は使える、面白いということを知ること→他の蔵の所有者からのアピール（積

極的な蔵の活用、公開など）につなげる 

 

●どんな効果がありそうか？ 

・歩いて楽しいまちになる！！ 

・回遊性が上がり、利用者が増える！！ 

・定期的なマルシェもできそう！！ 

 

●使えそうな場所、使いたい場所は？ 

・蔵 

 →蔵で音楽を出す場合の蔵の外での騒音、録音設備は維持が難しい 

 →利用者がふえると蔵の水回り・トイレなどが必要 

●使えそうな場所、使いたい場所は？ 

・民間の空き地や駐車場 

・市役所裏の駐車場 

・蔵 

 

●協働できそうな担い手は？ 

 ・NPO や団体（受付窓口） 

  →スタート時点はボランティア→将来的には NPO等の組織 

（会社も含む） 

●協働できそうな担い手は？ 

 ・NPO や団体 

 （前町町内会、Circle こみせ、横町十文字まちそだて会、こみせ通り商店街振興組合） 

 

●黒石市にしてほしいサポートは？ 

 ・補助金でサポート、市民活動助成制度 

（例として、弘前の市民参加型まちづくり 1％システム） 

●黒石市にしてほしいサポートは？ 

・市役所の木（敷地内の既存樹）を切らないでほしい 

・前町側の塀を壊して市役所と前町をつなげてほしい 

 

●日常的なものか、イベント的なものか？ 

 ・日常的に開催したい（週１回程度以上） 

 

●日常的なものか、イベント的なものか？ 

 ・日常的に開催したい（週１回以上） 

  →ほっとくつろげる空間づくり 

 ・季節限定で開催したい →冬以外で 

 

●必要な人、モノ、資金、場所、情報など、、は？ 

・出来るだけ多くの団体を巻き込む 

・資金、環境整備は所有者が行う 

●必要な人、モノ、資金、場所、情報など、、は？ 

・地主の理解が得られるか？ 

・市の理解が得らるか？ 

・空き店舗のオープンソース化をしてほしい 

（家賃まで情報としてあると、利用したい方とのマッチングがしやすい） 

 

  

C 班（大人（まちそだて）グループ） 記録 
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 講評 

 
■林さん 

・ここまで大きく描くことはあまり無いが、模造紙にいっぱいに活動が描かれている。 

・グリーンに関する意見、みんなで土をいじりながら新しいことを起こしていくという意見が多く

聞かれたので、横町交流館の横に緑のプランターが置かれていたり、図書館の裏の広場にもプラ

ンターを描いている。そこでハーブが採れたら、ハーブティ―をつくったり、採れたものを楽し

みながら、まちなかピクニックが行われていても良い。 

・あるいは、歴史と図書館の話など、新しくオープンした図書館の広場でも、本日挙げられた活動

を展開していけると感じた。 

・高校生のまちなかを回遊するためのアイデアが多く出されていて面白い。スタンプラリーやビン

ゴ大会、遠足などを実践している場面も描いているが、一方で実現するために作戦会議をしてい

る場面も大事だと感じたので、高校生と地域の方が定期的に空いている場で集まって、次のスタ

ンプラリーを考えているイメージも描いている。皆で考えたことが、まちなかで展開していくの

だと思う。定期的に意見交換する場があって、そこからまたプロジェクトが生まれていく。 

・けんけんぱや足跡のアイデアも、まちなかの魅力的なコンテンツ（屋台マルシェやお店）に誘導

してくれるような足跡がこのまちにはあるというのはすごく面白い。 

・蔵の活用については、前回に加えて描いている。音楽を発信していくことで若い人も含めて、蔵

も使える空間だと認識してもらえるようなプロモーションを市と連携して実践していけると良

いと感じる。 

・前町の活用では、これまでに出されているアイデアが網羅されたような場が展開しているイメー

ジを描いている。蔵をダンススタジオや連携（高校生、大学生、農家さん、そこワークショップ

に参加している人など）してスムージーなど、野菜を使った運動の後に飲んで美味しいものを開

発されて、それを提供できるカフェやバーが併設しても良い。例えば、食と健康にチャレンジし

ていく蔵があれば、その周りでマルシェや菜園ができていったりするイメージもある。少し表か

ら奥まっている奥ゆかしさも非日常に入っていく雰囲気がある。そして、その先の市役所とつな

がっていく。 

・グランピングやまちなかキャンプなども空いているスペースを活用して、まちなかで１泊できる

ような暮らしもオシャレだと感じる。 

・今日は、アイデアに留まらず、具体的な誰とやるかの話もたくさん出ていたので、必ず何か１歩

を踏み出されるのだろうと思う。今後も期待している。 

■土井先生 

・本日は具体的なアイデアが多く出されており、この場に集まっていただいた方は実現できるメンバーだと思うので、本当に期待してい

る。今後は、メンバーを再編したり、プロジェクトチームで取り組んでいくのだろうと思う。 

・横町のアイデアは、今日出された様々なアイデアに横串を指すような企画だと思う。 

・様々なアイデアを聞いて、まちなかの活動をマネジメントするような仕組みの構築が必要であると感じた。それぞれのチームでするの

は大変だし、市役所がやるのも違うので、市役所と市民が協働する仕組みが望ましい。 

・蔵の状況調査や空き家の情報集約、広報を市役所にお願いしたいという意見もあった。また、今後は公園や広場を活用する動き、必要

な物品を誰かが一か所に持っていて簡単に貸し借りしたい、複数のイベントを組み合わせコーディネートした方が人が集まるなど、様々

なことが出てくる。それを様々なグループがそれぞれでマネジメントしていると大変であるため、団体に共通するニーズ（場の予約、

調査など）や団体間の調整を一手に引き受ける仕組みがあるとすごく良いと思う。 

・NPO くろいし、横町十文字まちそだて会などいくつか NPO もいる。どういった形になるかはわからないが、まちなかをにぎやかにす

ることを目的とした組織があって、実際に活動する団体を認定するなどして、そこに対して支援をしていく体制づくりができれば良い

と感じたので、ぜひご検討いただきたい。 

■北原先生 

・本当にこのような姿を見てみたい、というイメージがこれまで以上に湧いてきたので、非常に楽しみである。 

・「あそこを使いたい」「行ってみたい」と思ったら、空間が場になる１歩。まちに場所をたくさんつくりたいという想いだけではダメで、

実際に場にしていくためには、誰と何を、どのように、どの資金で、、など１つ１つ考えていく必要がある。本日のアイデアは非常に楽

しみだが、ここから実現していって、本当に自分たちの場にしていくことが大事である。公と民の中間の曖昧な場所こそ、覚悟を決め

て動かしていくことが重要。これからの黒石は、曖昧だけでは動かない点に気をつけたい。 

・高校生の意見を聴いて感じたのは、黒石の将来を担う高校生のアイデアをどうやって大人が受け止め、様々な動きに取り込んでいくか

ということである。例えば、足跡やけんけんぱのアイデアで伝えたかったことは何だろうと考えてみることが大事。スタンプラリーも

そうだが、今の黒石にあるものを少し工夫すれば、すごく楽しいものになる気がする。 

・小田原では、市街地に空き家や空き店舗が増えてきた時に、インキュベーションで様々な人に活用してもらったが、一番頑張っていた

のは高校生の店だった。農業高校が作った野菜を、商業高校が販売、工業高校が中を改装して、高校生がたくさん訪れたことで、すぐ

隣の空き家にダンススタジオができた。そのような可能性を黒石でももっと活かしていきたい。 

・今回のプロポーザルの際に、設計チームが提案した前町にこみせをつなげていく案を我々は評価した。その実現方法を言葉で表現し、

きっとこうなっていくだろうというイメージを提案してくれた C 班の意見を、設計チームはしっかりと活かしてほしい。 

・（仮称）市民サービス施設の設計や施工というインターバルでは、今回が最後のワークショップだが、まちなかのエリアリノベーション

としてはこれからである。これから、どうやって実現していくのかを考えるワークショップ等の場をつくっていくのは黒石市の仕事で

ある。これまでとは違うスタイルで、このせっかくのノリを上手く繋げていかなければもったいない。 

・全体をマネジメントする仕組みとしては、他都市では都市再生推進法人というものを数人で組織している。須賀川市では、２人で取り

組んでいる。黒石では、NPO くろいし、まちそだて会、Circle ビルの古川さんなど、面白いことを実践していて、可能性がある人が集

積している。そういった法人を組織していく時に、しっかりとサポートしてくれる国の担当者に８月に来てもらう予定である。私もぜ

ひ協力したいし、皆と一緒に夢をみたい。林さんが描いてくださった絵も描ききれないくらいになっていくだろう。 
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10 の企画／アクティビティマップ 

 


